
授業科目 

精神看護学方法論Ⅱ 

担当講師名 

 

専任教員名 

 

単位数 

２ 

時間数 

45 

履修年次 ・前 / 後 

２年次/ 後期 

講義のねらい 

 

１ 精神に障害のある対象の援助を学ぶ。 

２ 看護過程の展開を通して具体的な看護援助について学ぶ。 

授業形態 講義 担当及び時間 

講義内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主な精神疾患と検査・治療 

１）主な精神疾患とその病態 

２）診断と検査 

２ 治療的環境 

1）治療的環境とは    

２）生活環境  （１）病棟環境の調整  （２）家庭環境の調整 

３ リスクマネージメント 

１）リスクマネージメント 

（１）自殺、自殺企図 （２）転倒 （３）誤飲・誤薬 （４）暴力（職員・患者同士） （５）離院 

４ 精神看護の援助技術 

１）精神科看護場面における観察・記録 

２）日常生活の援助技術 

３）精神科における身体のケア、治療と身体のケア 

（１）精神科身体合併症看護 （２）検査・治療を受ける患者の看護 

５ 精神症状・行動とその看護 

１）症状に応じた看護の方法  ２）主な精神疾患患者に対する看護の方法 

６ 地域生活支援 

１）精神に障害のある患者と家族の理解  ２）社会生活適応への援助 

７ 看護過程の展開 

事例） 統合失調症（回復期） 

（１）思考過程の変調と全身への影響 

（２）信頼関係形成技術の展開過程 

   ①対象者のそばにいくこと 

   ②タイミングをみて継続的に関わること 

   ③対象者の心情をくみとること 

   ④コミュニケーションのずれを小さくしていくこと 

⑤自己への気づきを深めること 

６  

 

４  

 

25  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10  

 

 

 

教科書 
系統看護学講座 専門分野 精神看護の基礎 精神看護学１  （医学書院） 

系統看護学講座 専門分野 精神看護の展開 精神看護学２  （医学書院） 

参考文献 

１ 場面で学ぶ精神看護学（MCメディカ出版）  

１ 実践精神科看護テキスト 18  精神科身体合併症看護 （精神看護出版） 

１ NANDA－１ 看護診断・定義と分類 （医学書院） 

３ 精神看護学Ⅱ (ヌーベルヒロカワ)   

３ 全人的視点にもとづく精神看護過程 第 2版 (医歯薬出版株式会社)   ３  必要に応じ資料を配付する 

４ ＤＶＤ精神看護学シリーズ（1）～（６）精神看護学 vol1～vol4 

評価方法 
終講試験 １・２ 50点 ３・４・５・６ 50点 合計 100点    

終講試験 ７ 100点 

備考欄 

・人間関係論を受講しておく 

・教員とのコンタクトは授業終了後又は終講時に案内す 

・７（看護過程）は授業前に精神看護学シリーズのＤＶＤを視聴しておく。 

・精神看護学実習で使用する記録用紙を用い、ペーパーペーシェントによるペーパーシュミレーション看護過程を展

開する 

・教員とのコンタクトについては授業終了後又は終講時に案内する 



 


